
 

 

1 組織名称 （ 略 称 ） OASIS OPEN(OASIS） 

https://www.oasis-open.org/ 

2 分 類 活動目的 ◎ 仕様策定 － 実装・検証 オープン

ソース 

該当あり 

－ 試験・認証 － 普及・啓発 

－ その他（                ） 

対象技術分

野 

⑦情報技術（クラ

ウド・プラットフォ

ーム関連） 

対象サービス ⑨複数サービスに該当 

技 術 M A P 活動エリア 該当なし 活動領域 ⑦APL(アプリケーション)

領域の活動を実施 

3 目     的 OASISは、国際的な非営利目的の協会で、情報社会におけるオープンな標準

規格の 開発、合意形成、採択を推進している。OASISのオープンな標準規格によ

り、低コスト化、イノベーションの触発、国際市場の拡大、技術の自由な選択権の

保護等が可能となる。 

1993年に設立して以来、世界100カ国から、600以上の団体からの代表者およ

び個人会員を含む5,000人以上がOASISに参加している。 

 

4 組 織 構 成 ・Board of Directors（11名） 

・Open Projects Advisory Council（9名） 

・Technical Committees 

Committeeは次の21のカテゴリにわかれる。 

Big Data 

Cloud 

Conformance 

Content Technologies 

Cyber Security 

e-Commerce 

e-Invoicing 

eGov/Legal 

Emergency Management 

Healthcare 

IoT/M2M 

Lifecycle Integration 

Localization：出版物、ソフトウェア・インタフェース等が、開発された標準の母

国語を使用しない環境、特に他の国や文化で採用されることを可能にする

ための標準を開発する。 

Messaging 

Privacy/Identity 

Security：e-ビジネスとWebサービス・アプリケーションに必要なセキュリティ標

準を開発する。また、アプリケーション・レベルの仕様だけではなく、基盤と

なる仕様も定義する。 

SOA：サービス指向アーキテクチャ（SOA）標準化は、ワークフロー、トランザ

クション調整、オーケストレーション、コラボレーション、素結合処理、ビジネ

ス・プロセス・モデリング、そしてアジル（迅速）コンピューティングをサポート

するその他の概念に注力する。 

Standards Adoption：特定の業界やユーザ、政府、ベンダー、業界グルー

プ、そしてその他の標準化団体のコミュニティを一体化するフォーラムを提

供する。既存の標準を評価し、要件を明確化し、ギャップを認識し、重複を

認め、指針を発行し、相互運用性を推進する。関連仕様をOASIS技術委

員会（と他の組織）に情報を提供し、必要な新たな取り組みを勧告する。 

Supply Chain：サプライチェーンの内部で購買、保守、製造といった機能をサ

ポートする広範囲な取り組みを推進する。 

Sustainability 

Web Services：Webサービスは、アプリケーションがXMLを基にした標準プ

ロトコルを使用して、プラットフォームやプログラミング言語に依存せずに情



 

 

報を交換することを可能とする。特定のコミュニティや業界全体で使用され

る実装標準のみならずWebサービスを可能にする多くの基盤標準を定義

する。 

 

（参考：https://www.oasis-open.org/committees/tc_cat.php） 

 

5 参 加 資 格 

会 費 

■Open Project Sponsorship 

 

■Technical Committee Membership 

 

参考： 

https://www.oasis-open.org/join-2/ 

https://www.oasis-open.org/join/benefits-matrix 

 

  General Sponsor Premier Sponsor 

  
Your dues fund core services 

for your Open Project 

A portion of your dues may be 
designated to fund supplemental 
services for your Open Project 

2,000+ employees at your 
organization 

$26,500  

$60,000  

500-1,999 employees $16,000  

100-499 employees $10,600  

10-99 employees $5,300  

Fewer than 10 employees $2,200  

Nonprofit, university, local 
government agency, or national 

government agency from a 
developing economy 

$1,100  

 Contributor General Sponsor Premier Sponsor 

  
Technical 

participation only 

Technical 
participation + 

marketing 
benefits 

Technical participation + highest 
marketing benefits + sponsorship 
of your choice of events/activities 

500+ employees at your 
organization 

$11,150  $22,300  

$60,000  

100-500 employees $10,300  $19,100  

10-99 employees $9,000  $16,400  

Fewer than 10 employees $4,350  $7,950  

Nonprofit, university, local 
government agency, or 

national government agency 
from a developing economy 

$1,550  $13,750  

6 主 要 メ ン バ 

（2021年7月現在） 

（注1） 

・Foundational Sponsors（2団体）： 

   EMQ, IBM 

・Technical Committee Sponsors（41団体、内日系：3団体）： 

 Cisco, Fujitsu, NEC, Oracle, Hitachi等 

・Open Project Sponsors（65団体、内日系：1団体）： 

  Amazon, Intel, Mitsubishi Corporation (Americas), RedHat等 

・Technical Committee Contributors（120団体、内日系：0団体）  

AT&T, Ericsson, Google, VMware等 

 

合計： 228団体 （内日系：4団体） 

7 他 団 体 ・ 組 織 

と の 関 係 

OASIS Technical Liaisons： 

・ANSI 

・CEN/ISSS (Europe) 

・IEC 

・IEEE 

https://www.oasis-open.org/committees/tc_cat.php
https://www.oasis-open.org/join-2/
https://www.oasis-open.org/join/benefits-matrix


 

 

・IETF 

・INCITS 

・Internet Society 

・ISO 

・ISO/IEC JTC 1 

・ITU 

・NIST 

・W3C等、44団体 

 （https://www.oasis-open.org/liaisons） 

関連標準化 

ISO/IEC 19464, ISO/IEC 20922, ISO/IEC 20802, ISO/IEC 26300, ISO/IEC 1984 

8 T T C 活 動 

と の 関 連 性 

（注2） 

TTCの専門委員会活動との関係（☒関係あり、☐関係なし） 

関係する場合の専門委員会名（右欄より選択） 

理由：  

⑮IoTエリアネットワー

ク 

⑦セキュリティ 

⑫Network Vision 

9 活 動 状 況 28 Jun 2022 
OASIS Launches PRVD Open Project to Advance Production-Grade 
Reference Implementation of the Baseline Protocol 

21 Jul 2022 
OSLC Architecture Management Version 3.0 OASIS Standard published 

2 Aug 2022 
Value Stream Management Leaders Come Together to Develop 
Interoperability Standards at OASIS Open 

 
 
 

10 設 立 時 期 1993年 SGML Open として設立。 1998年、OASISに名称変更。 

11 本 部 所 在 地 25 Corporate Drive Suite 103 

Burlington, MA 01803-4238 

USA 

12 関 連 標 準 化 技 術 https：//www.oasis-open.org/standards 

13 権 利 関 係 

（ I P R  P o l i c y , 

B y l a w s な ど ） 

 

Bylaws： https://www.oasis-open.org/policies-guidelines/bylaws 

IPR Policy: https://www.oasis-open.org/policies-guidelines/ipr 

14 備  考 

（ 普 及 状 況 な ど ） 

Standards : https://www.oasis-open.org/standards 

15 更 新 履 歴 2018年9月11日 初版作成 担当：岩田（NTT） 

2021年7月29日 更新 メンバー数、活動状況等 担当：荒木（NTT） 

2022年9月13日 更新 メンバー数、活動状況等 担当：荒木（NTT） 

 

（注1）日系企業とは親会社が日本企業かどうかで判断する。 

（注2）「TTC活動との関連性」とはTTCの専門委員会の活動と関連しているかを示す記載とし、理由には具体的な専門委員会名

と関連している部分等を記載する。 

 

https://www.oasis-open.org/liaisons
https://www.oasis-open.org/policies-guidelines/bylaws

